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ＩＴ業界のコンセプトトレンドの分析手法 

 

 
 ○片岡利枝子, 神田陽治, 内平直志, 井川康夫（北陸先端科学技術大学院大学） 

 

 

   
第章 はじめに
インターネットの普及により、我々が日々扱う

文書データは通常の知識情報に加え、論文や特許

のような技術情報、メールやツイッターで個人が

発信する感情や意見など、多種多様な形で増え続

けている。その結果、せっかくの文書データが十

分に活用できていない懸念が生じている。 

しかしながら、菰田(2013) [1] によると、膨大

な文書データのすべてに目を通すことは不可能

であるが、テキストマイニングを使いこなすこと

によって、その中から有効な情報を見いだし活用

することが可能になる。上田(2008) [2] は、テキ

ストマイニングはデータマイニングと異なり、文

書データ中に記述されている内容を、その言語表

現から分析するものであると定義する。 

テキストマイニングは通常のアプリケーショ

ンソフトウエアと異なり、単に文書データを入力

すれば有効な結果が得られるものではない。那須

川(2006)[3]が述べるように、どのように分析し、

その出力特徴をどう読みとるかによって結果が

大きく変わってくる。 

 

これらの特徴を踏まえ本研究では、膨大な文書

データからテキストマイニングによって、“話題

の経時的な変化”という、時間軸を含んだ知見を

有効に抽出する手法を提示することを目的とす

る。 

話題は時代を反映し、その背景と共に存在する。

このため、変化を語る際には、その前後関係や絶

対時期を正確にとらえる手法が求められる。単に

話題の時間的移り変わりを収得するのみならず、

話題間の関係性も同時に把握することによって、

変化を推移として把握することができる。 

通常、テキストマイニングのアプリケーション

プログラムは時間の検出も可能であるが、有効な

結論を導くためには目的に合わせた活用方法が

求められる。本論文では、IT 業界の文書データか

らコンセプトトレンドの推移を収得する手法に

ついて提案する。 

 

 

第 章 先行文献のレビュー

 テキストマイニングの分析方法について
テキストマイニングを駆使して文書データや

インターネット記事を解析した例は多数存在す

るが、本研究では、話題の変化（トレンド）の分

析に注目した論文を中心に調査を行った。

脇森（）[4] は、話題の変化を文書データ

で語られている単語の経時的な変化ととらえ、単

語の出現する頻度の増減から消費者トレンドの

変化を検知する試みを行っている。さまざまな単

語の出現件数を時間軸と共に記述し、出現頻度の

変化の大きい単語に着目すれば話題が変化した

ことを察知できるとしている。
本文献ではトレンドが動いたと判断するため

の単語出現の増減を検知する「感度基準」が議論

されているが、トレンドを代表する単語間の関係

性までは問われていない。
白井（）[5] らは、文書データからトレン

ド情報を抽出のためには、重要なキーワードがあ
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らかじめ抽出されていることが必要であるとし、

キーワードの抽出方法を目的に応じて選択する

ことによってマイニング環境の整備を行ってい

る。テキストの中から名詞と認定された候補から

専門用語を抽出する形態素解析による抽出手法、

および、特定の言い回しが頻繁に用いられるよう

なテキストや、特定のフォーマットが定義された

テキストを対象にする場合に有効な、パターンマ

ッチングによる抽出がある。
奥和田（）[6] らは、キーワード抽出にお

いて、前出の形態素解析を用いて実施し、さらに

それらを分野別特徴によって分類することによ

って、自由記述の文書データから自動的に効率よ

く目的とする結果を収得する手法を示している。
山本（）[7] は、特許や論文の文書データ

にテキストマイニングを駆使することによって、

特定の技術分野に存在する単語を単語群として

グループ分けを行い、ひとつの図上にマップした。

それぞれの単語群に出願年を明記することで、年

代ごとの単語群をとらえているが、図の座標軸に

は意味はない。ある時代を代表する単語は明らか

になるが、単語群と単語群との間の相関関係を表

すものではなく、従って、単語群を超えた単語と

単語についても同様である。
この他、テキストマイニングによって文書デー

タから単語を抽出し、それら関係性をマップする

ための手法は多数みられるが、いずれも単語の経

年変化を追跡する形には至っていない。

本提案方式は、座標軸に時間的な意味を持たせ

て単語間の相関をとらえながら単語の推移を捉

えるものである。すなわち、表出する単語は、あ

る時期に単独で出現したのではなく、基本的に前

後の単語と強い相関を持つ場合のみマップされ

る。



 テキストマイニングを使う技術について
一方、テキストマイニングを使う技術について

の文献は少ない。第一章で述べたように、テキス

トマイニングは通常のアプリケーションソフト

ウエアと異なり、単に文書データを入力すれば有

効な結果が得られるものではない。 

那須川[3]は、テキストマイニングによって有効

な結果を導くためには，それを使いこなす技量も

重要な要素であるとして、過去の経験から得た知

見を基に、分析を行う際のプロセスを「トライア

ルフェーズ」、「本格化フェーズ」、「結果の活用フ

ェーズ」の３段階にまとめて提示している。
ただし、この手順はあくまで指針を述べたもの

であるから、実際に分析を進める上では、個々の

詳細な作業内容はそれぞれの事象によって検討

が必要である。

戦略策定にテキストマイニングを活用する技

術も紹介しておきたい。[8] は、テキ

ストマイニングを使うことによってコンセプト

の連関（）情報を取得し、企業の業界に

おける戦略策定の分析に利用するための手法を

述べている。 はテキストマイニングの分析

結果を得ることが目的ではなく、ここで取得した

情報をどう役立てるかが重要であると述べ、戦略

策定を行うまでの全体的なプロセスを提示して

いる。
テキストマイニングで得られた結果を有効に

活用するための手法を具体的に述べたものであ

り、また、時間的な概念は含まれていない。

本研究では、那須川の提示するフレームワーク

をもとに対比を行いながら、業界雑誌などの文書

データから業界のコンセプトトレンドを分析す

るための具体的な手法を提示する。アプリケーシ

ョンツールとしては、  年発売の 
（以下，）
を採用した。


第 章 分析手法の提案 
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 トライアルフェーズ 

トライアルフェーズでは、「データを使って何

を実現したいのか？」という目的設定と並行して、

対象データの全体像を把握する。そしてある程度

の方向性が見えてきたら、本格化フェーズに向け

て、分析の目的に応じたマイニング環境を整備す

るものである。

今回の分析では全体の傾向を掴むために、テキ

ストマイニングのアプリケーションが搭載して

いるさまざまな出力形式を駆使して、文書をひと

つひとつ読み込みながら、ファセット項目（名詞、

動詞・・などの種類）や時系列メモリを切り替え

ることによって分布を確認することとした。

 の [9]より、ツールの機能一覧を

図１に示す。


図１．の機能一覧


本提案方式では、ファセット分析を行った際に

文意の把握に役立たない一般語が多数存在する

点に着目した。ファセット分析は選択した分類項

目の用語について、用語間の相関係数が自動的に

数値として検出されるものである。従って、一般

名詞を選択した場合には、頻繁に登場する「部長」

「会議」・・などの一般的なビジネス用語もキー

ワードとして集計されてしまう。これらの単語を

マップ上に表示しても不要な情報となるため除

外する必要がある。このため、次フェーズで本格

的な分析を行うための前処理として、分析の中心

とするキーワードの抽出が必須であるとの結論

に至った。
文書データの中から抽出する手法については、

先行文献の中にもいくつかの手法が紹介されて

いる。しかし、産業界に特化した文書データであ

るような場合には、あらかじめキーワードとして

選定されているコンセプト用語を採用する方が、

トレンドについて精度の高い分析結果が得られ

ると判断する。例えば、業界であれば、（）技

術用語として、きちんと説明しておく必要がある

もの、（）技術トレンドとして、押さえておくべ

きもの、（）いま、世の中で大事な言葉として提

案するもの、として定義されているキーワードで

ある。


 本格化フェーズ
本格化フェーズは、目標設定がほぼ完了して本

格的な稼働に入る段階である。当然、前処理やマ

イニングを行うための中心となるキーワードの

選定も完了している段階である。

本提案方式では具体的に、トライアルフェーズ

で抽出したキーワードを中心に、それらの偏りや

変化を正確に検出する作業を行った。抽出した全

キーワードについてテキストマイニングのアプ

リケーションの偏差分析機能（時系列偏差）を使

って各キーワードの偏りや変化について、そして

ファセット分析機能を使ってキーワード間の相

関についての詳細な確認を行うこととした。分析

画面の一例を図２、図３に掲載する。

菰田（）らによると、テキストマイニン

グでは、あるデータが何件存在するかということ

ではなく、その増減や分布の偏りの意味するとこ

ろを読み取ることが重要である。すなわちテキス

トマイニングの価値は、基本的には比較による特

徴の検出にある。
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図２．偏差分析例（クラウドコンピューティング）




図３．ファセット分析例（クラウドコンピューティング）


 結果の活用フェーズ 

本フェーズは、本格化フェーズで明らかになっ

た特徴を踏まえて、活用シナリオを検討する段階

である。

筆者らは、本格化フェーズで得られた分析結果

から、業界の文書データにおいては、キーワード

は一時期に同時に現れたのではなく数年の時間

を要して時系列に関係構築されながら出現して

いったと判断した。従って結果の活用シナリオと

して、前フェーズのファセット分析で収得したキ

ーワード間の相関値と、偏差分析で明らかになっ

た時間軸のデータを基にキーワード間を結ぶこ

とによって、業界のトレンドの推移が分かる図式

として表出させることを試みた。
 では、ファセット分析にて数値化され

たキーワードの相関関係はコネクション分析と

して出力することができる。本提案方式では、こ

れに偏差分析で収得した時間軸データを加えて

プロットすることにより、キーワード間のトレン

ドについて図４のようなマップを行った。楕円の

大きさは、そのキーワードが登場した頻度に応じ

て描くことが可能である。また、単語間を結ぶ線

に、太さの違いを持たせることで相関の強さを表

現することもできる。相関の強い線をたどってい

くことによって推移がわかる。


    
図４．トレンド推移の出力イメージ




第 4章 考察 

 本提案方式では、業界のトレンドをより精度よ

く捉えるために、あらかじめ、その業界で何らか

の意味があるとされるコンセプト用語を、テキス

トマイニング分析を行う際のキーワードとして

抽出することを提案した。そして、テキストマイ

ニングの分析結果として得られるキーワード間

の相関値に時系列の概念を導入することによっ

て推移としてマップする手法を述べた。

テキストマイニングによって、ある事象ついて

何らかの知見が得られた場合、そこからどのよう

な結論を導くかが重要である。従って、第３章で

導き出した業界トレンドの推移を、その周辺に付

随するキーワードの発生と共に時間軸で抽出し

たものは、さらに、時代を背景にしたさまざまな

状況やビジネス環境などの要素を加味してその

意味を捉える必要がある。このため、テキストマ

イニングで得られた知見を、その目的に応じて、

実際のさまざまな状況に照らし合わせながら検

証していく仕組み作りや、手法の検討しておくこ

とが求められであろう。



第５章 まとめ 

テキストマイニングは膨大な文書データを分
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析することによって、本来、手動分析では容易に

見えなかった知見を得ることを理想とする分析

技術である。今回はテキストマイニングを有効活

用するために、その分析手法に焦点をあてた。
まず、トライアルフェーズにて特定キーワード

の抽出の必要性を認識し、より分析の精度を上げ

るためのキーワード抽出方法を採用した。そして

最後の活用フェーズの段階で、キーワード間の相

関値に時間的概念を加味してマップさせること

によって、業界トレンドの推移として表出する手

法を述べた。相関の強さを線の太さなどで表し、

その軌跡を追跡いくことで、ある出発点のキーワ

ードがどのように推移していったのかを把握す

ることができる。

筆者らは、実際に本提案手法を用いて  業界

の業界誌の分析を行い、クラウドコンピューティ

ングに関するコンセプトの発展段階についてモ

デルの生成を行なっている。
テキストマイニングの分析結果から得られる

情報を適切にとらえ、現実の事象に何らかの活用

を行うことによって成果を有効に活用したい。
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